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結
果
的
に
研
修
剥
奪
に
至
ら
な
い
に
し

て
も
、
多
く
の
学
校
で
校
長
ら
が
研
修
に
つ

き
「
県
民
の
目
が
あ
る
」
の
で
「
誤
解
を
受

け
な
い
よ
う
な
配
慮
」
を
し
て
ほ
し
い
と
の

指
示
を
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
校
長
ら
は
「
校

長
会
に
お
い
て
県
か
ら
指
示
さ
れ
た
」
と
し

て
、
そ
の
指
示
事
項
の
伝
達
と
い
う
形
を
と

っ
て
い
る
。 

校
長
ら
が
「
校
長
会
」
と
言
っ
て
い
る
の

は
、
任
意
団
体
・
茨
城
県
高
等
学
校
長
協
会

の
会
合
の
こ
と
で
あ
り
、「
県
か
ら
の
指
示
」

と
は
、
そ
の
場
に
同
席
し
て
い
る
高
校
教
育

課
の
課
長
・
課
長
補
佐
・
管
理
主
事
ら
の
発

言
を
指
し
て
い
る
。 

別
の
学
校
で
も
、
定
期
テ
ス
ト
日
に
午
後

四
時
に
帰
宅
す
る
際
、
或
る
教
員
が
一
時
間

分
の
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
た
。
ほ
か
に

も
同
様
の
例
が
み
ら
れ
る
。 

後
五
時
一
〇
分
ま
で
校
内
に
と
ど
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
。
入
学
試
験
の
合
格
判
定
会
議
（
三

月
一
二
日
）
は
午
前
一
〇
時
三
〇
分
に
は
終
了

し
た
も
の
の
、
教
員
は
午
後
三
時
過
ぎ
ま
で

帰
宅
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。 

法
令
に
根
拠
を
有
し
な
い
任
意
団
体
の
活

動
は
、
文
部
科
学
省
・
県
教
育
庁
の
基
準
に

照
ら
し
て
も
到
底
公
務
で
は
あ
り
え
ず
、
公

か
ら
校
長
協
会
幹
部
に
な
る
こ
と
を
見
越
し

て
（
本
研
究
第
八
回
）
、
こ
う
し
た
長
年
の
悪

習
を
容
認
し
た
う
え
、「
指
示
伝
達
」を
お
こ

な
う
た
め
と
称
し
て
当
該
会
合
に
毎
回
必
ず

出
席
し
、積
極
的
に
こ
れ
に
加
担
し
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
任
意
団
体
の
私
的

集
会
の
場
で
、
県
立
学
校
の
教
職
員
の
勤
務

関
係
に
つ
い
て
具
体
的
指
示
を
お
こ
な
う
こ

と
は
、
行
政
の
基
本
原
則
の
根
幹
を
揺
る
が

す
も
の
で
あ
り
、
到
底
許
さ
れ
な
い
（
本
研

究
第
二
回
）
。 

さ
て
、
教
育
庁
の
保
存
文
書
や
校
長
協
会

の
記
録
文
書
、
校
長
ら
の
出
張
復
命
書
に
よ

れ
ば
、
一
九
九
九
年
度
以
前
の
「
県
教
委
指

示
事
項
」
に
は
、
研
修
問
題
は
見
当
た
ら
な

い
。
当
該
会
合
で
研
修
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
（
平

成
一
二
）
年
度
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。 

二
〇
〇
〇
年
四
月
一
九
日
、
水
戸
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
高
校
長
協
会
全
体
会
で
、

新
任
の
山
田
隆
士
高
校
教
育
課
長
は
次
の
よ

う
に
述
べ
た
（
読
み
上
げ
原
稿
）
。 

「
服
務
規
律
の
確
保
に
関
し
て
は
、
今
申

し
あ
げ
ま
し
た
飲
酒
運
転
や
体
罰
等
に
加

え
て
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
あ
る
い
は
定

期
試
験
日
等
の
生
徒
を
帰
し
た
あ
と
の
勤

務
時
間
に
つ
い
て
、
周
辺
の
住
民
に
き
ち

ん
と
説
明
が
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要

不
可
解
な
研
修
問
題
の
背
景

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
と
腑
に
落
ち
な
い
こ

と
が
あ
る
。話
が
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
研
修
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
示
す

文
書
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。 

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
山
田
高
校
教
育
課

長
は
「
入
学
式
、
卒
業
式
、
あ
る
い
は
定
期

試
験
日
等
の
生
徒
を
帰
し
た
あ
と
の
勤
務
時

間
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
だ
け
な
の
に
、
こ

こ
で
は
「
授
業
日
に
お
け
る
自
宅
研
修
」
が

問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

日
に
お
け
る
自
宅
研
修
」
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。 

こ
の
場
で
、
同
一
歩
調
を
と
る
べ
く
打
ち

合
わ
せ
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、

以
後
と
り
わ
け
第
四
学
区
の
学
校
で
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
す
る
よ
う
に
な
る
。 

昨
年
度
以
来
の
「
研
修
」
を
め
ぐ
る
一
連

の
動
き
が
、
高
校
教
育
課
と
県
高
校
長
協
会

の
関
与
の
も
と
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
以

上
の
通
り
で
あ
る
。 

な
に
よ
り
、
山
田
課
長
の
指
示
は
、「
周
辺

の
住
民
に
き
ち
ん
と
説
明
が
で
き
る
よ
う
な

配
慮
が
必
要
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
意
味

が
取
り
に
く
い
指
示
で
は
あ
る
が
、
研
修
に

該
当
し
な
い
行
為
を
慎
む
よ
う
に
と
い
う
趣

旨
と
受
け
取
る
ほ
か
な
く
、
研
修
を
許
可
し

茨
城
県
県
立
学
校
教
頭
研
修
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
研
究
が
達
し
た
結
論
は
、
以
下
の
と
お

り

る
。 

で
あ

�
 

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
以
来
、
高

校
教
育
課
と
県
高
校
長
協
会
は
、
研
修
問
題

に
つ
き
一
連
の
準
備
作
業
を
お
こ
な
っ
て
き

た

 。

�
 

そ
の
舞
台
は
、
主
と
し
て
「
茨
城
県

高

校
教
頭
会
」
で
あ
っ
た
。 

等
学

�
 

こ
の
準
備
作
業
の
積
み
重
ね
の
う
え

で
、
課
長
の
一
言
が
、
一
連
の
動
き
を
引
き

起
こ
す
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
し
て
作
用
し
、

校
長
ら
に
よ
る
一
連
の
研
修
つ
ぶ
し
が
お
こ

な
わ
れ
る
に
至
っ
た
。 

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
八
月
八
日
か
ら

九
日
ま
で
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
ホ
テ
ル
・
ク

リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
で
、
「
茨
城
県
県
立
学
校

教
頭
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

第
一
日
目
は
、
一
〇
時
か
ら
の
全
体
会
で
、

主
催
者
の
仲
田
昭
一
茨
城
県
教
頭
会
長
（
水

戸
一
高
教
頭
、
現
日
立
二
高
校
長
）
、
高
校
長
協

会
長
（
代
理
＝
副
協
会
長
・
池
田
都
實
康
水
戸
一

高
校
長
）
、
稲
葉
節
生
教
育
次
長
の
各
氏
の
あ

い
さ
つ
と
各
委
員
会
の
活
動
報
告
等
が
お
こ

本
研
究
は
、
県
高
校
長
協
会
が
従
え
る
忠

実
な
二
軍
部
隊
と
し
て
の
「
茨
城
県
高
等
学

校
教
頭
会
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
す
る
。 
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最
近
、「
研
修
」を
め
ぐ
っ
て
異
様
な
事
態

が
起
き
て
い
る
。 

研

修

問

題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
四
学
区
の
或
る
高
校
で
、
新
任
の
校
長

が
、
昨
年
度
の
途
中
に
な
っ
て
突
然
「
研
修
」

問
題
で
指
示
を
お
こ
な
い
、
従
来
取
得
で
き

て
い
た
「
研
修
」
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。 

長
期
休
業
日
の
自
宅
研
修
だ
け
は
か
ろ

う
じ
て
存
続
し
て
い
る
も
の
の
、
通
常
の
授

業
日
の
午
後
四
時
以
降
の
研
修
は
一
律
不
許

可
と
な
っ
た
。
定
期
テ
ス
ト
日
に
お
け
る
午

後
の
研
修
も
、
一
切
な
く
な
り
、
教
員
は
午

費
の
支
出
な
ど
も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
校
長
ら
は
教
育
委
員
会
規
則
（
茨

城
県
県
立
学
校
管
理
規
則
第
二
七
条
）
に
よ
っ
て

与
え
ら
れ
た
出
張
許
可
権
限
を
違
法
に
行
使

し
、
正
当
な
理
由
な
く
自
分
で
自
分
に
出
張

命
令
を
発
し
て
、
私
的
団
体
で
あ
る
「
高
校

長
協
会
」
の
会
合
を
開
い
て
い
る
（
本
研
究
第

一
回
）
。 

い
っ
ぽ
う
、
高
校
教
育
課
の
人
事
担
当
者

ら
は
、
本
来
こ
れ
ら
の
違
法
支
出
を
や
め
さ

せ
、
従
わ
な
い
場
合
に
は
懲
戒
処
分
を
お
こ

な
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
輩
た
る
校

長
協
会
幹
部
ら
に
屈
従
し
、
ま
た
、
い
ず
れ

は
与
え
ら
れ
た
人
事
権
限
を
行
使
し
て
み
ず

に
な
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
校
長
先

生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
教
職
員
を
見

る
世
間
の
目
が
、
考
え
て
い
る
以
上
に
、

急
速
に
シ
ビ
ア
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再

確
認
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」 

 

地
区
校
長
協
会
の
会
合
の
際
に
も
、
出
席

し
た
管
理
主
事
か
ら
同
様
の
指
示
が
行
な
わ

れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
指
示
内
容
に
つ

い
て
の
行
政
文
書
が
作
成
・
保
存
さ
れ
な
い

の
で
、は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。 

校

長

会

と

研

修

問

題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ひ
と
つ
だ
け
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
四
日
の

県
南
地
区
高
校
長
協
会
の
会
合
で
、
「
授
業

な
い
よ
う
に
と
の
指
示
と
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
校
長
ら
が
課
長

の
こ
の
指
示
だ
け
で
、
一
斉
に
研
修
剥
奪
に

動
い
た
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。 

校
長
ら
の
発
言
内
容
に
つ
い
て
、
突
き
合

わ
せ
作
業
を
し
て
み
る
と
、
彼
ら
が
同
じ
語

彙
、
同
じ
言
い
方
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

く
。
ど
こ
の
学
校
に
も
備
え
て
あ
る
学
校
管

理
に
関
す
る
解
説
本
に
お
け
る
文
部
省
（
文

部
科
学
省
と
改
称
）
筋
の
解
釈
と
同
様
趣
旨
だ

が
、
彼
ら
が
皆
、
そ
れ
を
読
ん
で
い
る
と
も

思
え
な
い
。
な
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
ネ
タ
本

に
も
見
ら
れ
な
い
特
有
の
言
い
回
し
が
、
共

通
し
て
見
ら
れ
る
の
は
ど
う
し
て
か
。 



法

規

演

習

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

気
の
抜
け
な
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん

だ
が
、
楽
し
み
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
第

一
日
目
の
夜
は
、
同
ホ
テ
ル
の
瑞
宝
の
間
の

一
六
卓
の
丸
テ
ー
ブ
ル
に
料
理
と
酒
が
並
べ

ら
れ
、
池
田
高
校
長
協
会
副
会
長
（
現
協
会
長
）
、

稲
葉
教
育
次
長
の
他
、
山
田
隆
士
課
長
、
染

谷
信
洋
副
参
事
（
現
土
浦
二
高
校
長
）
、
打
越
課

長
補
佐
、
大
金
文
郎
指
導
担
当
課
長
補
佐
、

小
林
勉
管
理
主
事
（
現
松
丘
高
教
頭
）
等
、
高

校
教
育
課
の
九
名
、
吉
川
厚
三
総
括
課
長
補

佐
等
、
特
殊
教
育
課
の
三
名
を
上
席
に
据
え

て
、「
教
育
懇
談
会
」と
称
す
る
宴
会
が
催
さ

れ
た
。 

第
一
日
目
の
「
法
規
演
習
」
は
、
県
立
の

高
等
学
校
と
特
殊
教
育
諸
学
校
の
教
頭
一
五

九
名
が
六
つ
の
班
に
割
り
振
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
与
え
ら
れ
た
問
題
に
対
す
る
答
案
を
持
参

し
、
選
ば
れ
た
者
に
よ
る
答
案
の
発
表
と
討

議
が
お
こ
な
わ
れ
る
。 

第
二
日
目
は
、
七
時
に
朝
食
の
後
、
八
時

三
〇
分
か
ら
前
半
全
体
会
、
後
半
分
科
会
形

式
で
、教
育
課
程
に
関
す
る「
研
究
協
議
Ⅱ
」、

続
い
て
一
〇
時
四
五
分
か
ら
茨
城
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
幡
谷
浩
史
社
長
の
講
話
（
演
題
「
教
頭

先
生
を
一
〇
倍
楽
し
く
さ
せ
る
方
法
」
）
が
あ
っ

た
。 

な
わ
れ
た
。
一
二
時
か
ら
委
員
会
ご
と
に
集

合
写
真
の
撮
影
が
あ
り
、
撮
影
の
合
間
が
昼

食
の
時
間
と
さ
れ
た
。 

一
三
時
か
ら
六
つ
の
班
に
別
れ
て
「
法
規

演
習
」、
続
い
て
一
七
時
ま
で
、
総
務
課
の
大

久
保
孝
主
任
が
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
一
二

年
三
月
二
八
日
、県
公
文
書
の
開
示
に
関
す
る
条
例

の
全
部
改
正
）
に
つ
い
て
解
説
す
る
「
研
究
協

議
Ⅰ
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。 

昼
食
後
は
通
学
区
別
研
修
会
と
委
員
会

別
協
議
、
最
後
に
全
体
会
で
打
越
慎
一
高
教

課
人
事
担
当
課
長
補
佐
（
現
日
立
北
高
校
長
）

の
講
評
を
受
け
、一
五
時
過
ぎ
に
閉
会
し
た
。 

第
一
班
は
高
校
の
新
任
教
頭
四
一
名
、
第

二
班
か
ら
第
五
班
ま
で
は
、
在
任
二
年
目
以

上
の
高
校
の
教
頭
が
二
一
な
い
し
二
二
名
ず

つ
、
第
六
班
に
は
特
殊
教
育
諸
学
校
の
教
頭

二
八
名
が
割
り
振
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
演
習
題
に
つ
い
て
、
模
範
解
答

が
毎
年
ま
と
め
ら
れ
て
、
『
茨
城
県
高
等
学

校
教
頭
研
修
会
に
お
け
る
演
習
報
告
』
と
し

て
発
行
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
『
演
習
報
告
』
。

各
校
の
教
頭
が
保
存
し
て
い
る
の
で
閲
覧
で
き
る
）
。 

 

第
四
班 

生
徒
同
乗
で
の
自
家
用
車
事
故 

 

第
三
班 

遠
足
実
施
日
に
お
け
る
年
休 

た
と
え
ば
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
度
の
演

習
題
の
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
（
問

文
は
二

〇
字
程
度
で
示
さ
れ
る
）
。 

題

〇

 

第
一
班 

休
暇
・
休
職
の
取
り
扱
い 

 

第
二
班 

授
業
中
の
体
罰
行
為 

 
第
六
班
（
特
殊
）
授
業
中
の
生
徒
の
事
故 

 

第
五
班 

入
学
式
前
の
部
活
動
中
の
事
故 

校
長
の
職
務
と
し
て
の
「
校
務
」
と
は
、

「
全
校
的
学
校
業
務
」
す
な
わ
ち
、
各
学
校

が
学
校
全
体
と
し
て
な
す
べ
き
仕
事
と
解
す

る
の
が
正
し
い
。し
た
が
っ
て
、「
校
長
処
理

事
務
」
た
る
「
校
務
」
は
、
学
校
教
育
法
第

二
八
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
教
諭
の

職
務
と
し
て
の
「
教
育
」
や
事
務
職
員
の
職

務
と
し
て
の
「
事
務
」
と
は
異
な
る
職
務
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
校
務
」
に
は
、「
教

育
」
等
の
他
職
種
の
職
務
内
容
は
、
当
然
含

ま
れ
な
い
（
兼
子
仁
『
教
育
法
〔
新
版
〕』
有
斐

閣
、
四
六
〇
ペ
ー
ジ
）
。 

模
範
解
答
を
見
る
と
、
案
の
定
、
学
校
教

育
法
第
二
八
条
第
三
項
に
お
け
る
「
校
長
は

校
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
所
属
職
員
を
監
督
す

る
」
と
の
規
定
（
第
五
一
条
で
高
等
学
校
に
つ
い

て
準
用
）
に
お
け
る
、「
校
務
」
を
「
学
校
運

営
上
必
要
な
一
切
の
仕
事
を
包
括
的
に
示
し

た
語
」
と
す
る
解
釈
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
問
題
の
あ
る
記
述
が
目
立
つ
（『
平
成

八
年
度 

演
習
報
告
』
四
ペ
ー
ジ
）
。 

行
政
解
釈
の
無
批
判
な
踏
襲 

学
校
の
仕
事
の
全
部
を
「
校
務
」
と
解
釈

し
た
の
で
は
、
学
校
教
育
法
二
八
条
の
規
定

は
支
離
滅
裂
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
と
も
な

解
釈
と
し
て
は
到
底
成
り
立
た
な
い
。 

『
演
習
報
告
』
の
立
場
は
、
こ
の
錯
乱
し

た
従
来
の
文
部
行
政
側
の
解
釈
を
無
批
判
に

踏
襲
し
、
意
味
も
わ
か
ら
ず
オ
ウ
ム
返
し
し

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
「
研
修
」

や
「
演
習
」
の
名
が
泣
い
て
い
る
。 

夢

の

よ

う

な

教

頭

権

限

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

さ
ら
に
突
飛
な
記
述
も
あ
る
。 

学
校
教
育
法
第
二
八
条
第
四
項
の
「
教
頭

は
、
校
長
を
助
け
、
校
務
を
整
理
し
、
及
び

必
要
に
応
じ
て
児
童
の
教
育
を
つ
か
さ
ど

る
」と
の
規
定
に
つ
い
て
、「
整
理
す
る
と
は
、

こ
の
よ
う
な
校
務
の
す
べ
て
を
必
要
に
応
じ

て
命
令
し
、
指
揮
し
て
調
整
を
図
り
、
校
長

の
学
校
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
る
」
と
極
論
を
述
べ
て
い
る

（
『
平
成
一
〇
年
度 

演
習
報
告
』
五
ペ
ー
ジ
）
。 

「
教
頭
」
が
こ
の
よ
う
な
絶
大
な
権
限
を

振
る
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
か
ん
じ
ん
の

「
校
長
」
の
出
る
幕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。 

法

規

演

習

の

変

化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
従
来
の
教
頭
会
法
規
演
習
は
、
前
述
の
一

九
九
六
（
平
成
八
）
年
度
の
演
習
題
の
よ
う
に
、

校
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
の
ト
ラ
ブ
ル
、
と
り
わ

け
「
学
校
事
故
」
を
例
に
あ
げ
、
そ
の
対
処

法
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に

な
っ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
危
機
管
理
」
の

予
習
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
そ
の
中
で
、
安
易
に
行
政
解
釈
に
寄
り
掛

か
っ
た
一
面
的
法
解
釈
や
、
ど
う
か
と
思
う

よ
う
な
危
険
な
主
張
が
提
出
さ
れ
る
と
い
う

題
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
が
。） 

問

 

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
教
頭
会
法
規
演
習
の

出
題
傾
向
と
模
範
解
答
の
ト
ー
ン
に
歴
然
た

る
変
化
が
起
き
て
い
る
。 

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
の
演
習
題
第
一

問
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（『
平
成
一

一
年
度 

演
習
報
告
』
一—

一
三
ペ
ー
ジ
）
。 

出
題
す
る
「
事
例
」
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
す
く
な
く
と
も
典
型

的
な
事
例
を
演
習
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

空
き
時
間
に
教
頭
の
目
前
で
初
任
者
に
つ
き

ま
と
い
、
制
止
さ
れ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
な

ど
と
い
う
、
お
よ
そ
非
現
実
的
な
「
事
例
」

で
あ
る
。 

職
員
団
体
の
活
動
に
事
寄
せ
て
、
ど
う
か

と
思
う
よ
う
な
状
況
を
構
成
し
た
う
え
で
教

頭
ら
に
解
答
を
作
成
さ
せ
る
。
す
で
に
こ
れ

だ
け
で
、
当
該
団
体
に
対
す
る
根
拠
の
な
い

敵
対
感
情
を
醸
成
す
る
こ
と
に
な
る
。 

非
現
実
的
な
状
況
設
定
と
組
合
敵
視 

「
県
立
Ａ
高
校
の
職
員
室
に
お
い
て
、
三

時
間
目
の
空
き
時
間
に
、
職
員
団
体
の
構

成
員
で
あ
る
Ｂ
教
諭
が
、
採
用
さ
れ
て
か

ら
三
か
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
条
件
附

き
採
用
の
Ｃ
教
諭
に
対
し
て
、
ビ
ラ
を
渡

し
て
職
員
団
体
に
加
入
す
る
よ
う
に
勧

誘
し
て
い
た
。
そ
れ
を
見
た
教
頭
が
、
校

長
の
指
示
を
受
け
て
や
め
る
よ
う
に
注

意
し
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
教
諭
は
、
『
教
頭
の

発
言
は
不
当
労
働
行
為
だ
。
』
と
主
張
し

て
、
や
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

注
意
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
『
今
か
ら
年
休

を
と
っ
て
勧
誘
す
る
の
で
、
問
題
は
な
い

は
ず
だ
。
』
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
教

諭
は
日
頃
か
ら
新
採
教
諭
に
対
し
て
、
初

任
者
研
修
と
学
校
行
事
が
重
な
っ
た
場

合
は
、
学
校
行
事
を
優
先
し
て
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
校
長

は
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
か
。」 

模
範
解
答
に
は
、
「
違
法
な
活
動
に
対
し

て
は
法
令
等
の
趣
旨
に
従
い
、
毅
然
と
し
た

態
度
で
臨
み
、
秩
序
あ
る
学
校
の
運
営
管
理

を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
勇
ま
し

い
こ
と
ば
が
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
「
適

法
」
と
「
違
法
」
に
つ
い
て
の
基
準
・
実
例

が
き
ち
ん
と
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

非
現
実
的
で
極
端
な
例
を
あ
げ
て
そ
れ
を
論

難
し
て
み
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
、
早

と
ち
り
を
し
た
教
頭
が
、
職
場
で
の
あ
ら
ゆ

る
組
合
活
動
を
敵
視
し
、
抑
圧
す
る
と
い
う

効
果
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。 

 

た
ん
に
初
任
者
研
修
に
出
席
さ
せ
よ
と
言

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
学
校
行
事
計
画

の
段
階
か
ら
「
初
任
者
研
修
は
も
と
よ
り
対

外
的
な
行
事
等
」
の
方
を
優
先
さ
せ
よ
と
い

う
。
驚
く
べ
き
主
張
で
あ
る
。 

自

宅

研

修

の

否

定

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
初
任
者
研
修
」
が
出
て
き
た
が
、
こ
こ

で
「
研
修
」
に
つ
い
て
の
「
法
規
演
習
」
の

検
討
に
は
い
る
。 

現
職
の
教
頭
ら
が
、
給
与
と
出
張
旅
費
・

日
当
の
支
給
を
受
け
、
任
意
団
体
＝
茨
城
県

高
等
学
校
教
頭
会
の
会
合
の
場
で
不
当
労
働

行
為
の
事
前
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
法
規
演
習
」
は
、

茨
城
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
に
対
し
て
根

拠
の
な
い
中
傷
を
加
え
、
理
由
の
な
い
敵
対

感
情
を
植
え
付
け
る
も
の
で
あ
っ
て
容
認
で

き
な
い
。 

こ
の
一
九
九
九
年
の
演
習
題
第
一
問
の

問
題
点
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。 

高
校
教
育
課
は
従
来
、
初
任
者
研
修
と
学

校
行
事
が
重
複
し
た
場
合
に
は
、
学
校
行
事

を
優
先
し
、
初
任
者
研
修
を
欠
席
し
て
学
校

行
事
に
参
加
す
る
よ
う
指
導
し
て
き
た
。 

と
こ
ろ
が
、
表
明
さ
れ
た
高
校
教
育
課
方

針
に
反
し
て
、
模
範
解
答
は
次
の
よ
う
に
言

う
。 一

九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
の
演
習
題
の
第

一
問
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
『
平
成
一
〇

高
校
教
育
課
方
針
に
反
す
る
主
張 

「
学
校
行
事
を
計
画
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
初
任
者
研
修
は
も
と
よ
り
対
外
的
な

行
事
等
を
勘
案
し
て
計
画
す
る
の
が
一

般
的
な
対
応
で
あ
る
が
、
重
複
し
た
場
合

に
は
職
務
研
修
と
し
て
の
初
任
者
研
修

を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」 

/2/ 



教
育

 

第 模
範

る
Ｂ
教

え
る
よ

割
り
振

う
え
で

上
げ
て

業
・
校

内
容
が

な
い
の

の
研
修

て
い
る

休
憩

う
二
つ

扱
わ
れ

っ
て
い

年
度 「

県
時
三

あ
る

諭
は

行
う

教
諭

休
息

分
間

扱
い

て
、

う
対

う
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
。 

れ
て
い
る
こ
と
。
ｄ
本
属
長
の
承
認
が
あ
る

を
受
け
て
お
こ
な
う
も
の
で
は
な
い
。 

修
内
容
が
職
務
上
有
益
で
あ
る
」
か
否
か
を

の
職

修
養２ 

 

第
に
は

れ
ば２ 

本
属

て
研３ 
公
務
員
特
例
法 

一
九
条
（
研
修
） 

教
育
公
務
員
は
、
そ

責
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
絶
え
ず
研
究
と

つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

に
（
略
） 

二
〇
条
（
研
修
の
機
会
） 

教
育
公
務
員

、
研
修
を
受
け
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け

な
ら
な
い
。 

教
員
は
、
授
業
に
支
障
の
な
い
限
り
、

長
の
承
認
を
受
け
て
、
勤
務
場
所
を
離
れ

修
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
略
） 

解
答
は
「
休
憩
時
間
に
校
内
巡
視
す

諭
に
別
な
時
間
帯
に
休
憩
時
間
を
与

う
他
の
教
員
と
は
別
に
勤
務
時
間
を

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
」
と
し
た

、さ
ら
に
、「
勤
務
時
間
を
早
く
切
り

自
宅
研
修
扱
い
に
す
る
こ
と
は
、
授

務
に
支
障
が
な
い
と
し
て
も
、
研
修

職
務
上
有
益
で
あ
る
と
は
判
断
で
き

で
、
職
務
専
念
義
務
を
免
除
さ
れ
て

に
相
当
す
る
と
は
言
え
な
い
」
と
し

。 時
間
の
問
題
と
、
研
修
の
問
題
と
い

の
別
個
の
事
項
が
い
っ
し
ょ
く
た
に

て
お
り
、
非
常
に
分
か
り
に
く
く
な

る
。 

演
習
報
告
』
一—

一
三
ペ
ー
ジ
）
。 

立
Ａ
高
校
の
勤
務
時
間
は
、
午
前
八

〇
分
か
ら
午
後
五
時
一
五
分
ま
で
で

。
生
徒
指
導
部
の
部
員
で
あ
る
Ｂ
教

、
昼
休
み
の
四
五
分
間
校
内
巡
視
を

役
割
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
Ｂ

は
、
『
昼
休
み
の
四
五
分
と
午
後
の

時
間
の
一
五
分
間
を
あ
わ
せ
た
六
〇

を
午
後
四
時
一
五
分
か
ら
自
宅
研
修

に
し
て
ほ
し
い
。』
と
教
頭
を
と
お
し

校
長
に
申
し
出
て
き
た
。
校
長
は
ど

処
し
た
ら
よ
い
か
。」 

「
他
の
教
員
と
は
別
に
勤
務
時
間
を
割
り

振
る
」こ
と
は
、「
休
憩
時
間
は
一
斉
に
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
労
働
基
準
法

第
三
四
条
第
二
項
に
違
反
す
る
。
模
範
解
答

は
教
頭
ら
に
違
法
行
為
を
教
え
込
む
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
す
で
に
失
当
で
あ
る
。 

模
範
解
答
の
う
ち
後
半
の
「
研
修
」
に
つ

い
て
の
部
分
は
、
通
常
の
授
業
日
の
自
宅
研

修
を
否
定
す
る
内
容
で
あ
る
。 

本
研
究
は
、
こ
の
結
論
だ
け
を
と
り
あ
げ

て
、
そ
れ
に
単
純
に
反
発
す
る
こ
と
は
し
な

い
。
こ
の
異
常
な
結
論
の
前
提
と
な
っ
て
い

る
法
解
釈
を
詳
細
に
検
討
し
た
う
え
で
、
そ

の
問
題
点
を
す
べ
て
明
ら
か
に
す
る
。 

研

修

の

分

類

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
演
習
報
告
』
は
、
各
演
習
題
に
つ
い
て
、

根
拠
法
の
条
文
の
一
覧
を
掲
げ
、
つ
い
で
そ

の
解
釈
を
箇
条
書
き
で
列
挙
し
、
最
後
に
模

範
解
答
を
示
す
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。 

「
研
修
」
は
、
次
の
三
つ
の
形
態
に
分
類

れ

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、 

さ

る

 

ア 

職
務
命
令
に
よ
る
研
修 

 

イ 

職
務
に
専
念
す
る
義
務
免
除
に
よ
る

修 

研

 

ウ 

勤
務
時
間
外
の
自
主
的
研
修 

勤
務
時
間
外
の
研
修
の
義
務

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
演
習
報
告
』
は
、「
勤
務
時
間
外
の
自
主

的
研
修
」
の
根
拠
条
文
と
し
て
、
教
育
公
務

員
特
例
法
（
以
下
、
教
特
法
）
第
一
九
条
第
一

項
と
第
二
〇
条
第
二
項
を
あ
げ
る
が
、
勤
務

時
間
外
に
「
絶
え
ず
研
究
と
修
養
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
九
条
一
）
な
ど
と
い

勤
務
時
間
内
の
研
修
と
し
て
ア
及
び
イ
を
、

勤
務
時
間
外
の
研
修
と
し
て
ウ
を
あ
げ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
分
類
自
体

が
大
間
違
い
な
の
で
あ
る
。 

ま
ず
ウ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
法
律
が
教
育

公
務
員
な
い
し
教
員
の
勤
務
時
間
外
の
研
修

に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
。 

職
専
免
研
修
の
要
件
と
効
果

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
特
法
の
規
定
す
る
「
研
修
」
は
、
教
員

の
職
務
と
し
て
の
研
修
な
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
研
修
は
職
務
と
し
て
お
こ
な
う
こ
と
が

で
き
る
の
み
で
あ
っ
て
、
職
務
外
の
研
修
と

い
う
概
念
は
成
立
の
余
地
が
な
い
。 

次
に
イ
の
「
職
務
に
専
念
す
る
義
務
免
除

に
よ
る
研
修
」
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
職
務
に

専
念
す
る
義
務
免
除
」
と
「
研
修
」
と
を
結

び
付
け
る
と
い
う
、
こ
の
概
念
自
体
が
矛
盾

し
た
も
の
で
あ
る
。 

職
務
専
念
義
務
免
除
に
よ
る
研
修 

ま
た
、
「
授
業
に
支
障
の
な
い
限
り
…
…

勤
務
場
所
を
離
れ
て
研
修
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
」（
二
〇
条
二
）
と
い
う
規
定
は
、
勤
務

時
間
内
と
い
う
前
提
を
欠
い
て
は
無
意
味
で

あ
る
。
も
し
か
し
て
、
勤
務
時
間
外
で
あ
れ

ば
「
授
業
に
支
障
が
な
い
」
と
で
も
思
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

教
特
法
二
〇
条
二
項
の
研
修
を
、
仮
に
「
自

主
的
な
研
修
」
と
呼
ぶ
と
し
て
も
、
そ
れ
は

勤
務
時
間
内
に
、
勤
務
の
一
形
態
と
し
て
、

指
揮
・
命
令
・
指
示
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

自
主
的
に
お
こ
な
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、

職
務
専
念
義
務
を
免
除
さ
れ
て
、
職
務
外
に

お
こ
な
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
当
然
、

勤
務
時
間
外
に
お
こ
な
う
と
い
う
も
の
で
も

あ
り
得
な
い
。 

ま
た
、
職
務
専
念
義
務
免
除
す
る
と
い
う

場
合
、
そ
れ
は
職
務
一
般
に
専
念
す
る
義
務

の
免
除
で
あ
っ
て
、
職
務
専
念
義
務
の
免
除

を
受
け
た
後
に
研
修
と
い
う
職
務
に
専
念
す

る
こ
と
自
体
背
理
で
あ
り
、
論
理
的
に
あ
り

得
な
い
こ
と
に
な
る
。 

『
演
習
報
告
』
は
、
こ
の
「
イ 

職
務
に

専
念
す
る
義
務
免
除
に
よ
る
研
修
」
の
「
要

件
」
と
し
て
、「
ａ
授
業
・
校
務
に
支
障
が
な

い
こ
と
。
ｂ
研
修
内
容
が
職
務
上
有
益
で
あ

る
こ
と
。
ｃ
職
員
か
ら
研
修
承
認
願
が
出
さ

こ
と
」
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。 

『
演
習
報
告
』
は
、
教
特
法
二
〇
条
二
項

で
は
「
授
業
に
支
障
の
な
い
限
り
」
と
規
定

し
て
い
る
の
に
、「
ａ
授
業
・
校
務
に
支
障
が

な
い
こ
と
」
と
、
根
拠
も
な
く
「
校
務
」
を

追
加
し
て
い
る
。
教
諭
が
研
修
を
お
こ
な
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
校
長
の
職
務
で
あ
る
「
校

務
」
（
＝
「
学
校
運
営
上
必
要
な
一
切
の
仕

事
」
！
）
に
支
障
が
生
ず
る
と
い
う
の
も
、

お
か
し
な
話
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
こ
で
「
要
件
」
と
は
、
要
す
る

に
本
属
長
が
承
認
す
る
に
あ
た
っ
て
の
条
件

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
「
ｄ
本

属
長
の
承
認
が
あ
る
こ
と
」
を
挙
げ
る
こ
と

は
、
無
意
味
な
同
語
反
復
で
あ
る

 。

『
演
習
報
告
』
は
、
こ
の
「
イ 

職
務
に

専
念
す
る
義
務
免
除
に
よ
る
研
修
」
の
「
効

果
」と
し
て
、「
ａ
研
修
に
専
念
す
る
義
務
が

あ
る
。
ｂ
研
修
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が

あ
る
。
ｃ
給
与
は
減
額
さ
れ
な
い
。
ｄ
公
務

災
害
の
対
象
に
な
ら
な
い
」
の
四
点
を
挙
げ

て
い
る
。 

そ
し
て
ア
の
「
職
務
命
令
に
よ
る
研
修
」

で
あ
る
が
、
教
員
が
校
長
か
ら
職
務
命
令
を

受
け
て
研
修
を
お
こ
な
う
と
い
う
こ
と
自
体

が
、
自
己
矛
盾
で
あ
る
。
研
修
は
職
務
命
令

「
効
果
」
と
い
う
の
も
訳
の
分
か
ら
な
い

用
語
で
あ
る
が
、
職
務
専
念
義
務
を
免
除
し

て
お
い
て
、
研
修
に
専
念
す
る
「
義
務
」
や

研
修
報
告
書
を
提
出
す
る
「
義
務
」
を
課
す

と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
意
味
か
理
解
で

き
な
い
。 

「
ｄ
公
務
災
害
の
対
象
に
な
ら
な
い
」
と

は
、
正
し
く
は
公
務
災
害
補
償
の
対
象
と
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ

こ
に
も
た
い
へ
ん
な
誤
解
が
あ
る
の
だ
が
、

公
務
災
害
補
償
制
度
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ

る
の
で
、
後
ほ
ど
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と

す
る
。 

職
務
命
令
に
よ
る
研
修
と
い
う
背
理 

模

範

解

答

の

採

点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
演
習
報
告
』
は
、「
職
務
命
令
に
よ
る
研

修
」
が
成
り
立
つ
「
法
的
根
拠
」
と
し
て
さ

き
ほ
ど
の
教
特
法
一
九
条
、
二
〇
条
を
含
め

法
律
の
条
文
を
大
量
に
挙
げ
て
い
る
が
、
校

長
が
教
員
に
研
修
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
の
解
釈
は
到
底
な
り
た
た
な
い
（
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、教
育
法
学
書
で
よ
く
論
じ
ら
れ

る
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
以
上
は
論
じ
な
い
）
。 

思
う
に
、『
演
習
報
告
』
は
、
い
う
と
こ
ろ

の
「
職
務
命
令
に
よ
る
研
修
」
が
、
た
い
て

い
の
場
合
出
張
の
形
を
と
る
こ
と
、
出
張
と

は
、公
務
の
た
め
に
旅
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、

「
旅
行
命
令
」
を
受
け
て
お
こ
な
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、う
っ
か
り「
研

修
」
そ
の
も
の
が
職
務
命
令
の
対
象
で
あ
る

と
誤
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
場
合
、「
命

令
」
の
対
象
は
「
旅
行
」
で
あ
っ
て
、「
研
修
」

そ
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。 

以
上
の
と
お
り
、
『
演
習
報
告
』
の
い
う

「
研
修
の
三
つ
の
形
態
」
そ
れ
自
体
が
、
す

べ
て
成
り
立
た
な
い
。 

し
た
が
っ
て
、
「
勤
務
時
間
を
早
く
切
り

上
げ
て
自
宅
研
修
扱
い
に
す
る
こ
と
は
、
授

業
・
校
務
に
支
障
が
な
い
と
し
て
も
、
研
修

内
容
が
職
務
上
有
益
で
あ
る
と
は
判
断
で
き

な
い
の
で
、
職
務
専
念
義
務
を
免
除
さ
れ
て

の
研
修
に
相
当
す
る
と
は
言
え
な
い
。」と
い

う
模
範
解
答
は
、
つ
ぎ
の
諸
点
で
間
違
っ
て

い

 

る
。

�
 

研
修
は
勤
務
の
一
態
様
で
あ
っ
て
、

勤
務
時
間
内
に
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
の
に
、

「
勤
務
時
間
を
早
く
切
り
上
げ
て
」
「
職
務

専
念
義
務
を
免
除
さ
れ
て
」
お
こ
な
う
も
の

で

と
し
て
い
る
点
。 

あ
る

�
 

授
業
へ
の
支
障
の
有
無
を
判
断
す
れ

ば
よ
い
の
に
、「
校
務
に
支
障
」と
い
う
根
拠

の

こ
と
を
問
題
に
す
る
点
。 

な
い

�
 

校
長
に
は
、
研
修
内
容
に
ま
で
立
ち

入
っ
て
干
渉
す
る
権
限
は
な
い
の
に
、
「
研

/3/ 
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問
題
に
し
て
い
る
点
。 

Ｂ
教
諭
の
論
理
と
模
範
解
答
の
論
理 

一
九
九
八
年
の
演
習
題
第
一
問
は
、
休
憩

時
間
に
業
務
を
割
り
当
て
た
こ
と
の
代
償
措

置
と
、
放
課
後
の
自
宅
研
修
と
は
ま
っ
た
く

別
の
事
柄
で
あ
っ
て
、
同
時
に
論
ず
る
こ
と

は
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ふ
た

つ
の
問
題
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
こ

ろ
に
、
重
大
な
誤
り
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で

教
頭
ら
に
勉
強
さ
せ
る
た
め
の
演
習
題
と
し

て
は
ま
こ
と
に
不
適
切
で
あ
る
と
い
え
る
。 

し
か
し
、
こ
こ
に
「
研
修
」
問
題
の
本
質

が
潜
ん
で
い
る
と
い
え
る
。 

本
来
、
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は
代
休
措

置
を
講
ず
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、「
研
修
」

に
よ
る
代
償
は
正
し
い
措
置
で
は
な
い
。 

そ
の
意
味
で
、
時
間
外
勤
務
の
代
償
と
し

て
「
研
修
」
を
求
め
る
「
Ｂ
教
諭
」
の
主
張

は
失
当
で
あ
り
、そ
の
限
り
に
お
い
て
は「
Ｂ

教
諭
」
の
要
求
を
拒
む
べ
し
と
す
る
模
範
解

答
の
結
論
は
、
た
だ
し
い
。『
演
習
報
告
』
の

模
範
解
答
は
、
こ
の
「
Ｂ
教
諭
」
の
主
張
を

職
員
団
体
の
主
張
に
擬
し
た
う
え
で
、
そ
れ

を
断
固
拒
絶
し
て
溜
飲
を
下
げ
た
つ
も
り
か

も
知
れ
な
い
。 

し
か
し
、
も
う
一
度
よ
く
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。 

時
間
外
勤
務
の
代
償
措
置
と
し
て
の
研
修

許
可
を
求
め
る
「
Ｂ
教
諭
」
の
論
理
は
、「
職

務
専
念
義
務
に
よ
る
研
修
」（
上
記
、
の
分
類

イ
）
が
あ
る
と
す
る
模
範
解
答
の
論
理
と
ま

っ
た
く
同
一
な
の
で
あ
る
。 

な
ん
の
こ
と
は
な
い
。「
法
規
演
習
」
は
、

ま
ず
、
み
ず
か
ら
「
Ｂ
教
諭
」
に
な
り
す
ま

し
て
、
時
間
外
勤
務
の
職
専
免
研
修
に
よ
る

代
償
を
要
求
し
、
つ
い
で
、
今
度
は
校
長
の

立
場
か
ら
そ
れ
を
突
っ
ぱ
ね
て
見
せ
て
い
る

だ
け
な
の
で
あ
る
。 

模

範

解

答

の

自

縄

自

縛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
う
な
る
と
、
様
相
は
一
変
す
る
。 

�
 

模
範
解
答
は
、
職
専
免
研
修
に
よ
る

時
間
外
勤
務
の
穴
埋
め
を
求
め
る「
Ｂ
教
諭
」

の
要
求
を
な
ん
と
し
て
も
拒
絶
し
た
い
の
だ

が
、「
職
専
免
研
修
」（
分
類
イ
）
の
存
在
を
認

め
る
と
い
う
点
で
は
、
立
場
を
共
有
し
て
い

る
た
め
、
ま
さ
か
「
Ｂ
教
諭
」
の
要
求
に
対

し
て
、
「
職
専
免
の
研
修
な
ど
と
い
う
も
の

は
あ
り
え
な
い
。
研
修
名
目
で
代
休
措
置
と

し
て
の
職
専
免
を
認
め
る
こ
と
な
ど
、
そ
も

そ
も
で
き
な
い
」
と
門
前
払
い
す
る
こ
と
は

で

い
。 

き
な

�
 

そ
の
た
め
、
「
Ｂ
教
諭
」
に
「
職
専

免
研
修
」
を
許
可
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

個

断
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。 
別
判

�
 

と
こ
ろ
が
、「
Ｂ
教
諭
」
に
よ
る
「
職

専
免
研
修
」
の
求
め
を
拒
む
理
由
が
、
い
ざ

と
な
る
と
見
つ
か
ら
な
い
。
当
然
の
事
で
あ

る

 
 

 

。

�
 

前
述
の
「
職
専
免
研
修
」
承
認
の
四

要
件
つ
ま
り
、「
ａ
授
業
・
校
務
に
支
障
が
な

い
こ
と
。
ｂ
研
修
内
容
が
職
務
上
有
益
で
あ

る
こ
と
。
ｃ
職
員
か
ら
研
修
承
認
願
が
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
ｄ
本
属
長
の
承
認
が
あ
る

こ
と
」
を
み
て
も
、
適
当
な
理
由
が
み
つ
か

ら
な
い
。
ｃ
は
出
て
い
る
し
、
ｄ
は
元
々
意

味

い
。
ａ
に
該
当
す
る
理
由
も
な
い
。 

が
な

�
 

こ
う
な
る
と
ｂ
し
か
残
っ
て
い
な

い
の
だ
が
、「
有
益
で
な
い
。
無
益
だ
」
と
断

定
し
た
く
て
も
そ
う
言
う
だ
け
の
根
拠
が
な

い
。
言
う
に
事
欠
い
て
、
つ
い
に
「
研
修
内

容
が
職
務
上
有
益
で
あ
る
と
は
判
断
で
き
な

い
の
で
」
と
き
た
。 

研
修
問
題
の
た
だ
し
い
考
え
方

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
茨
城
県
高
等
学
校
教
頭
研
修
会
に
お
け

る
演
習
報
告
』
は
、
自
分
で
自
分
の
衣
の
裾

を
踏
ん
づ
け
て
、
ぶ
ざ
ま
に
転
倒
し
て
し
ま

っ
た
よ
う
で
、
あ
え
て
反
発
し
た
り
批
判
し

た
り
す
る
に
も
及
ば
な
い
。 

本
研
究
と
し
て
は
、「
研
修
」
問
題
に
つ
い

て
の
た
だ
し
い
考
え
方
を
再
確
認
し
、
こ
の

問
題
の
ま
と
め
と
し
た
い
。 

�
 

教
育
行
政
は
、
従
来
「
イ 

職
務
に

専
念
す
る
義
務
免
除
に
よ
る
研
修
」
の
「
職

務
に
専
念
す
る
義
務
免
除
」
と
い
う
側
面
に

注
目
し
、
そ
こ
に
、
時
間
外
勤
務
に
対
す
る

代
休
措
置
の
役
割
を
担
わ
せ
て
き
た
。 

こ
れ
で
は
、「
研
修
」
は
口
実
に
過
ぎ
な
い

こ
と
に
な
り
、
そ
の
実
質
は
空
洞
化
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
教
特
法
一
九
条
と
二
〇
条
が
規

定
す
る
「
研
修
」
は
、
時
間
外
勤
務
の
代
償

措

し
て
空
費
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。 

置
と

�
 

「
研
修
」
は
、
法
の
趣
旨
に
そ
っ
て

お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。つ
ま
り
、

「
教
育
公
務
員
は
、
そ
の
職
責
を
遂
行
す
る

た
め
に
、
絶
え
ず
研
究
と
修
養
に
つ
と
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
教
特
法
一
九
条
）
の
で
あ

り
、「
教
員
は
、
授
業
に
支
障
の
な
い
限
り
、

本
属
長
の
承
認
を
受
け
て
、
勤
務
場
所
を
離

れ
て
研
修
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
」（
二

〇

項
）
の
で
あ
る
。 

条
二

�
 

し
た
が
っ
て
、
平
常
の
授
業
日
に
あ

っ
て
は
、
授
業
終
了
後
、
生
徒
の
放
課
後
に

教
員
が
勤
務
場
所
を
離
れ
て
研
修
を
お
こ
な

う
こ
と
、
そ
し
て
、「
入
学
式
、
卒
業
式
、
あ

る
い
は
定
期
試
験
日
等
の
生
徒
を
帰
し
た
あ

と
」
に
学
校
を
離
れ
て
研
修
を
お
こ
な
う
こ

と
も
、
法
の
趣
旨
に
合
致
す
る
当
然
の
こ
と

で

。 

あ
る

�
 

「
研
修
」
は
、「
教
育
」
を
職
務
と
す

る
教
員
が
、
職
務
遂
行
の
た
め
に
お
こ
な
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の

「
研
修
」
は
、
自
由
か
つ
主
体
的
に
お
こ
な

わ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
成
果
が
あ
が
る
は

ず
が
な
い
。
職
務
命
令
に
よ
る
強
制
や
干
渉

は

的
に
な
じ
ま
な
い
。 

本
質

�
 

校
長
は
、「
授
業
に
支
障
」
が
あ
る
か

否
か
に
つ
い
て
キ
チ
ン
と
判
断
し
た
う
え
で

滞
り
な
く
許
可
を
お
こ
な
い
、
教
員
が
法
の

趣
旨
に
し
た
が
い
、
円
滑
に
研
修
を
お
こ
な

え

う
な
配
慮
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

る
よ

�
 

教
員
が
お
こ
な
う
研
修
に
関
し
て
校

長
が
お
こ
な
う
「
監
督
」（
学
校
教
育
法
第
二
八

条
）
は
、�

の
と
お
り
で
あ
っ
て
そ
れ
を
超

え
る
も
の
で
は
な
い
。
結
果
報
告
書
の
提
出

を
求
め
る
な
ど
し
て
、
研
修
の
あ
り
か
た
や

内
容
に
つ
い
て
干
渉
す
る
の
は
、「
監
督
」の

範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
に
対

す
る
「
不
当
な
支
配
」（
教
育
基
本
法
第
一
〇
条
）

に

る
か
ら
違
法
で
あ
る
。 

あ
た

�
 

授
業
に
支
障
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
校
長
が
、
放
課

後
等
の
自
宅
研
修
を
承
認
し
な
い
と
す
れ
ば
、

た
だ
ち
に
教
特
法
違
反
で
あ
る
。
研
修
制
度

の
根
幹
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
に

し
て
も
許
さ
れ
な
い
。 

高

校

教

育

課

の

責

任

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

『
演
習
報
告
』
の
編
集
後
記
に
は
こ
う
記

さ
れ
て
い
る
。 

「
研
修
会
及
び
報
告
書
作
成
に
あ
た
り
、

御
多
忙
の
と
こ
ろ
懇
切
な
御
指
導
を
賜
り

ま
し
た
、
高
校
教
育
課
の
先
生
方
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。」 

こ
れ
は
、
た
ん
な
る
儀
礼
的
挨
拶
な
の
で

は
な
い
。
高
校
教
育
課
の
人
事
担
当
者
に
よ

れ
ば
、「
法
規
演
習
」
に
お
け
る
演
習
題
は
、

か
つ
て
は
教
頭
会
に
お
い
て
作
成
し
て
い
た

が
、
近
年
は
高
校
教
育
課
人
事
係
に
お
い
て

作
成
し
、
出
題
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と

い
う
。
模
範
解
答
も
ま
た
、
高
校
教
育
課
人

事
係
に
よ
る
添
削
を
経
て
『
演
習
報
告
』
に

掲
載
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。 

以
上
、
因
果
連
関
に
し
た
が
っ
て
一
連
の

動
き
を
た
ど
っ
て
来
た
。
要
す
る
に
、
教
頭

時
代
に
「
法
規
演
習
」
に
よ
っ
て
研
修
否
定

の
論
理
を
学
ん
だ
校
長
ら
が
、「
入
学
式
、卒

業
式
、
あ
る
い
は
定
期
試
験
日
等
の
生
徒
を

帰
し
た
あ
と
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、
周
辺

の
住
民
に
き
ち
ん
と
説
明
が
で
き
る
よ
う
な

配
慮
」
を
せ
よ
と
指
示
さ
れ
て
、
い
き
な
り

研
修
剥
奪
の
挙
に
出
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

今
年
度
も
四
月
一
七
日
の
県
高
校
長
協

会
の
会
合
の
席
上
、
山
田
隆
士
高
校
教
育
課

長
は
、
研
修
に
つ
い
て
の
指
示
を
お
こ
な
っ

た
。
文
面
は
前
年
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
一
字

一
句
違
わ
な
い
（
一
ペ
ー
ジ
第
二
段
参
照
）
。 

曖
昧
で
誤
解
を
生
じ
か
ね
な
い
言
い
方

だ
が
、
決
し
て
研
修
を
承
認
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
は
な
い
。 

研
修
を
承
認
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
「
周
辺

の
住
民
に
き
ち
ん
と
説
明
」
す
る
必
要
な
ど

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
研
修
が
お
こ
な

わ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
教
員
に
は
そ
の
正
し
い

実
施
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
だ
し
、
校
長
に
は

監
督
の
責
任
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
高
校
教
育
課
が
、
一
方
で
は
研

修
の
正
し
い
実
施
を
求
め
て
お
き
な
が
ら
、

他
方
で
研
修
に
つ
い
て
誤
っ
た
教
頭
教
育
を

お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
高
校
教
育
課
長
は
、
こ
の
矛

盾
し
た
対
応
が
一
部
校
長
の
暴
走
を
招
い
た

こ
と
に
つ
い
て
、
深
刻
に
反
省
す
べ
き
で
あ

る
。当
面
、研
修
問
題
で
の
指
示
に
つ
い
て
、

そ
の
趣
旨
を
た
だ
し
く
伝
え
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。 

今
年
も
八
月
に
は
「
茨
城
県
県
立
学
校
教

頭
研
修
会
」
が
開
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
演

習
題
と
模
範
解
答
の
作
成
に
あ
た
る
高
校
教

育
課
に
は
、
今
後
は
よ
り
慎
重
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

ま
さ
に
、
県
民
の
目
が
注
が
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。 
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「
研
修
」
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次

い
で
い
る
た
め
、
今
回
の
『
校
長
会
の
研
究
』

は
予
定
を
変
更
し
て
、
「
第
一
〇
回 

校
長

会
と
教
頭
会
（
そ
の
一
）」
と
し
て
発
行
し
ま

し
た
。 

前
回
予
告
し
た
「
第
九
回 

校
長
会
の
人

事
（
そ
の
四
）
校
長
の
異
動
」
は
、
近
日
中

に
発
行
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 


